
連禱      

－記念礼拝の日に 
 

 

まさにそいつの顔をまじまじと見た事があるか眼窩 

の奥に老人の着ぐるみを纏った世にも醜いぶるぶる 

と怯える腐肉驚くべきことに神父と呼ばれるそいつは 

聖堂の中心に立ち乳と狐と性隷の茄によって聖なる 

妃面解体を堪能せし後に記念礼拝の会衆一同に対 

し甘い汁を強要する恥知らずのお前、亡ぶべくは貧し 

き心よ齧歯類神父、我ら二〇余世紀にわたり今も連 

禱する汝が消滅、残されし地の美しき浄昇よ                           

                                                                希死
ア ー メ ン

 
 


